
平成25年4月

平成25年4月

平成25年4月

(44)
専任 准教授

平成25年4月

(62)

(65)

(56)

専任 教授

専任 教授

専任 教授

(61)

(71)

(56)
専任 教授

専任 教授

専任 教授 関　　寛之

鍼灸研究法実習※

鍼灸研究法実習※

坂井　友実

女性医療学特論※教授 鈴木　秀一 平成25年4月

(57)

鍼灸研究法特論※

解剖学実習

専任 教授 小泉  政啓 平成25年4月 人体機能形態学特論

(66)

専任 教授 荒井　裕一朗 平成25年4月

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

薬理学特論

（１） 担当教員表

担当授業科目名
兼担・

兼任　

５　教員組織の状況

＜保健医療学研究科　保健医療学専攻（修士課程）＞

の別　

氏　　名
（年　齢）

職名 就任予定年月
氏　　名

（年　齢）

専任・

平成25年4月

(研究科長) (75)

専任・

兼任　

兼担・

の別　

職名 就任予定年月 担当授業科目名

解剖学特論

専任 (学長) 佐藤　達夫

教授

鍼灸研究法演習※

特別研究

外傷学特論

専任

(50)

鍼灸研究法実習※

平成25年4月 特別研究

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学特論

備　　考

特別研究

橋本　  昇

基礎柔道整復学特論※

臨床柔道整復学演習※

応用柔道整復学演習※

安野　富美子 鍼灸研究法演習※

鍼灸研究法特論※

鍼灸研究法特論※

特別研究

木村　友昭 鍼灸研究法演習※
平成25年4月

特別研究

平成25年1月教員審査済(25)鍼灸研究法演習※

鍼灸研究法実習※

髙倉　伸有

鍼灸研究法特論※

平成25年4月

特別研究

生理学特論※

専任 教授 高野　一夫 平成25年4月 生理学実習

(65)

健康管理学特論

(61)

専任 教授 田中　滋城 平成25年4月 女性医療学特論※

専任 教授 寺井　政憲 平成25年4月

免疫病理学特論

(42)

特別研究

成瀬　秀夫

基礎柔道整復学特論※

応用柔道整復学演習※

臨床柔道整復学演習※
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平成25年4月

(63)
講師専任

専任 准教授 東郷　俊宏

(43)

設　置　時　の　計　画

専任・

職名

助教専任 平成25年4月

平成25年4月

(44)

変　　更　　状　　況

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

専任 准教授

専任 准教授

兼担・

兼任　

の別　

応用柔道整復学演習※

基礎柔道整復学特論※

臨床柔道整復学演習※

応用柔道整復学演習※

鍼灸研究法実習※

健康科学特論

備　　考
職名

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

鍼灸研究法実習※

特別研究

兼担・

兼任　

の別　

矢嶌　裕義 鍼灸研究法演習※

鍼灸研究法特論※

(60)

兼任 講師 鬼丸　　洋 平成25年4月

生理学特論※

(54)

兼任 講師 加藤　総夫 平成25年4月

生理学特論※

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

女性医療学特論※

(43)

兼任 講師 町田　稔文 平成25年4月

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２５年５月１日現在の満年齢

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

（注）・　設置時の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　　所属している場合は，〈○○研究科　○○専攻（○○課程）〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る研究科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

伝統医学特論

鍼灸研究法特論※

(46)

(46)

専任 准教授 水出　　靖 平成25年4月 鍼灸研究法演習※ 平成25年1月教員審査済(25)

鍼灸研究法実習※

古賀　義久 鍼灸研究法演習※

鍼灸研究法特論※

基礎柔道整復学特論※

特別研究

(38) 応用柔道整復学演習※

専任 講師 小山　浩司 平成25年4月 臨床柔道整復学演習※

専任 講師 櫻井　敬晋 平成25年4月 臨床柔道整復学演習※

基礎柔道整復学特論※

(37) 応用柔道整復学演習※

基礎柔道整復学特論※

平成25年4月
久米　信好 臨床柔道整復学演習※

特別研究

平成25年4月

保健医療学研究法

髙橋　康輝

(38)

特別研究
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教員の
定年年齢

定年を延長
している教

員数

歳 名

13

(13) ［　　0　　］

（２） 専任教員数

研究指導教員
研究指導
補助教員

(10)

310

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年年齢および，平成２５年５月１日現在，特例等により定年を超えて専任教員として

　　　　採用されている教員数を記入してください。

［　　0　　］

変　　更　　状　　況設　置　時　の　計　画

［　　0　　］(3)

研究指導教員
研究指導
補助教員

計

10 3 13

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　　「変更状況」には，平成２５年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

565

年　齢　構　成

計
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

辞任（就任辞退を含む）等の理由

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

該当なし

３

２

１
該当なし

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名
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母子看護学特論Ⅱ

母子看護学演習Ⅰ

看護情報学演習Ⅲ

平成25年4月

看護情報学演習Ⅰ

特別研究

地域看護学特論Ⅰ※

教授

教授

教授

慢性看護学演習Ⅰ

慢性看護学演習Ⅱ

看護情報学特論Ⅰ

看護情報学特論Ⅱ

看護情報学特論Ⅲ前田　樹海

髙橋　正子
専任 教授

看護管理学特論Ⅱ

基礎看護学特論Ⅱ

基礎看護学演習

特別研究

基礎看護学演習

慢性看護学特論Ⅱ

慢性看護学特論Ⅲ

平成25年4月専任

地域看護学特論Ⅱ※

准教授 掛本　知里 地域看護学演習Ⅰ※

梶原 　祥子

(54)

(48)
平成25年4月

平成25年4月

(49)

(61)

特別研究

金井Pak 雅子

(61)

（小南　きよみ）
平成25年4月

（金井　雅子） 看護管理学演習Ⅰ

(65)

基礎看護学特論Ⅰ

５　教員組織の状況

＜看護学研究科　看護学専攻（修士課程）＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

看護管理学特論Ⅰ

看護管理学特論Ⅲ

看護管理学演習Ⅱ

地域看護学演習Ⅱ※

金井　一薫 基礎看護学特論Ⅳ

特別研究

島田　将夫

実用英語特論

看護理論特論

(52)

（森戸　將夫）

特別研究

城ｹ端　初子 基礎看護学特論Ⅲ※

慢性看護学特論Ⅰ

平成25年4月

専任 准教授

専任

専任

専任

専任

専任

平成25年4月

平成25年4月
(67)

教授

教授

疾患学特論

専任 教授 林　　　洋 平成25年4月 慢性看護学特論Ⅲ※

(59) 特別研究

看護研究特論

看護情報学演習Ⅱ

特別研究

慢性看護学特論Ⅲ※

専任 准教授 大沼　幸子 平成25年4月 特別研究

(58)

母子看護学特論Ⅰ※

特別研究
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母子看護学特論Ⅲ

専任 講師

専任 准教授

専任 准教授
看護情報学特論Ⅱ

地域看護学特論Ⅱ※

吉川　悦子 平成25年4月 地域看護学演習Ⅰ※

特別研究

河内 しのぶ

山下　雅子 平成25年4月

平成25年4月

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

備　　考
専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　
就任予定年月 担当授業科目名

の別　 の別　

平成25年3月31日付、河内しのぶ一
身上の都合により辞任。
後任の専任教員については本年度中
に教員審査に申請予定。(25)

看護教育学特論

兼任 講師 安酸　史子 平成25年4月

(57)

看護倫理学特論

兼任 講師 志自岐　康子 平成25年4月

(65)

解剖学実習

兼担 教授 小泉　政啓 平成25年4月

(57)

教授 佐藤　達夫 解剖学特論

兼担 (学長) (75) 平成25年4月

(研究科長)

高野　一夫 生理学特論※

兼担 教授 (65) 平成25年4月

生理学特論※

兼任 講師 鬼丸　　洋 平成25年4月

(60)

生理学特論※

兼任 講師 加藤　総夫 平成25年4月

(54)

基礎看護学特論Ⅲ※

専任 准教授 川上　嘉明 平成25年4月 特別研究

(51)

母子看護学特論Ⅰ※

(61) 母子看護学演習Ⅱ

特別研究

後任未定

臨床心理学特論

(49) 看護情報学演習Ⅱ

地域看護学特論Ⅰ※

(39) 地域看護学演習Ⅱ※

特別研究

後任未定

専任教員が、教員審査において、
「不可」専任補充の判定をうけた
が、本年度履修希望者がいなかった
ため、未開講となったので、授業に
は支障がない。
ただし、専任の教員補充につては、
本年度中に教員審査に申請する予定
である。(25)

慢性看護学演習Ⅱ

特別研究専任 平成25年4月

慢性看護学演習Ⅰ

後任未定専任 平成25年4月

母子看護学特論Ⅲ 専任教員が、教員審査において、
「不可」専任補充の判定をうけた
が、本年度履修希望者がいなかった
ため、未開講となったので、授業に
は支障がない。
ただし、専任の教員補充につては、
本年度中に教員審査に申請する予定
である。(25)

特別研究

専任

慢性看護学演習Ⅰ

慢性看護学演習Ⅱ

専任教員が、教員審査において、
「不可」専任補充の判定をうけた
が、本年度履修希望者がいなかった
ため、未開講となったので、授業に
は支障がない。
ただし、専任の教員補充につては、
本年度中に教員審査に申請する予定
である。(25)

後任未定平成25年4月 特別研究
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教員の
定年年齢

定年を延長
している教員数

歳 名

（注）・　設置時の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る研究科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○研究科　○○専攻（○○課程）〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２５年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

（２） 専任教員数

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況 年　齢　構　成

研究指導教員
研究指導
補助教員

計 研究指導教員
研究指導
補助教員

計

［　　0　　］ ［　△4　］ ［　△4　］

7 9 16 7 5 12

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　「変更状況」には，平成２５年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に設置時の計画

　　　　との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年年齢および，平成２５年５月１日現在，特例等により定年を超えて専任教員として

　　　　採用されている教員数を記入してください。

65 2

(7) (5) (12)
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　

１

准教授河内しのぶが担当する科目については、本年度履修希望者がいなかったため、未開講となったので授業には支障がない。また、後任の専任教員
については本年度中に教員審査に申請する予定である。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

　　　　

（注）・　専任教員の辞任等の理由について，可能な限り具体的に記入してください。

准教授

（３） 専任教員辞任等の理由

番　号 職　位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

河内　しのぶ 一身上の都合により、平成25年3月31日付で辞任。
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